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「年度末労働災害防止強調運動」の実施について（要請）

　　　　　（主唱：建設業労働災害防止協会）

　当社の令和元年度の労働災害発生状況（1／20現在）は，死亡災害3件（前年度同期2件），4日以

上の休業災害47件（同47件），度数率0．65（同0．65），強度率0．40（同0．22）と，前年に比べ死亡

災害が増加し，休業災害にも歯止めがかかったとは言えません。

　これから年度末の繁忙期を迎え，工事の輻較化等により作業間の連絡調整不足，作業指示の不徹

底による災害発生の危険性が高くなります。

　つきましては，年度末の公衆災害及び死亡・重篤災害の絶滅を期して，3月の1ヵ月間を災害防止

強調月間と定め，標記の運動を実施します。

　各部門は，下記により実態に即した活動を積極的に展開するよう要請します。
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4．

的　期間中「公衆災害及び死亡・重篤災害ゼロ」

間令和2年3月1日（日）～3月31日（火）

実施事項　（1）支店幹部及び災防協による特別巡回の実施（朝礼から立会う）

　　　　　　　・墜落災害，建設機械・クレーン関連災害，倒壊・崩壊災害，及び

　　　　　　　　火災・インフラ損傷事故の防止対策の実施状況確認

　　　　　　（2）事業者責任の自覚と実践

　　　　　　　・事業主は，各作業所の安全協議会又は特別安全協議会開催日に，

　　　　　　　　朝礼から参加し，不安全行動の排除と法的措置事項の順守を徹底

　　　　　　（3）強風（春一番等）時の管理体制の整備

　　　　　　　・飛来落下・倒壊・転倒災害に対し，資機材の固定等の対応策を定め

　　　　　　　　周知徹底

そ　の　他　安全環境本部から垂れ幕を配布

　　　　　　（費用は部門負担，2月20日頃発送予定）

以　上


